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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材と中間樹脂層と表面保護層とを順に有し、
　該基材と該表面保護層との間に装飾層を有し、
　該表面保護層が硬化性樹脂組成物の硬化物であり、該中間樹脂層と該表面保護層とが紫
外線吸収剤を含有し、該中間樹脂層を構成する樹脂１００質量部に対する紫外線吸収剤の
含有量（Ｍ１）が、該表面保護層を構成する樹脂１００質量部に対する紫外線吸収剤の含
有量（Ｍ２）よりも大きく、該Ｍ２は、該表面保護層を構成する樹脂１００質量部に対し
、０．１質量部以上であり、
　該基材、該表面保護層及び該装飾層から選ばれる少なくとも１層が、白色顔料を含み、
　該白色顔料が、ルチル型酸化チタンである化粧シート。
【請求項２】
　前記含有量（Ｍ１）と含有量（Ｍ２）との合計（Ｍ１＋Ｍ２）が、０．５質量部以上４
０質量部以下である請求項１に記載の化粧シート。
【請求項３】
　前記含有量（Ｍ１）と含有量（Ｍ２）との比（Ｍ１／Ｍ２）が、１．１以上３５以下で
ある請求項１又は２に記載の化粧シート。
【請求項４】
　基材及び表面保護層の少なくとも一方が、白色顔料を含む請求項１～３のいずれか１項
に記載の化粧シート。
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【請求項５】
　基材及び装飾層が、白色顔料を含む請求項１～４のいずれか１項に記載の化粧シート。
【請求項６】
　基材中の白色顔料の含有量が、該基材を構成する樹脂１００質量部に対して１質量部以
上５０質量部以下である請求項１～５のいずれか１項に記載の化粧シート。
【請求項７】
　装飾層中の白色顔料の含有量が、該装飾層を構成する樹脂１００質量部に対して５質量
部以上９０質量部以下である請求項１～６のいずれか１項に記載の化粧シート。
【請求項８】
　表面保護層中の白色顔料の含有量が、該表面保護層を構成する樹脂１００質量部に対し
て１質量部以上３０質量部以下である請求項１～７のいずれか１項に記載の化粧シート。
【請求項９】
　前記中間樹脂層及び表面保護層の少なくとも一方の層に含まれる紫外線吸収剤が、トリ
アジン系紫外線吸収剤を含む請求項１～８のいずれか１項に記載の化粧シート。
【請求項１０】
　前記トリアジン系紫外線吸収剤が、下記一般式（１）で示されるヒドロキシフェニルト
リアジン化合物を含む請求項９に記載の化粧シート。
【化１】

（一般式（１）中、Ｒ１１は２価の有機基であり、Ｒ１２は－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１５で示さ
れるエステル基であり、Ｒ１３、Ｒ１４及びＲ１５は各々独立して１価の有機基であり、
ｎ１１及びｎ１２は各々独立して１～５の整数である。）
【請求項１１】
　紫外線吸収剤が、一般式（１）において、Ｒ１１が炭素数１以上２０以下のアルキレン
基であり、Ｒ１２及びＲ１５が炭素数１以上２０以下のアルキル基であるアルキルエステ
ル基であり、Ｒ１３及びＲ１４が炭素数６以上２０以下のアリール基であり、ｎ１１及び
ｎ１２が１のヒドロキシフェニルトリアジン化合物である請求項１０に記載の化粧シート
。
【請求項１２】
　前記硬化性樹脂組成物が、電離放射線硬化性樹脂である請求項１～１１のいずれか１項
に記載の化粧シート。
【請求項１３】
　前記硬化性樹脂組成物が、官能基数が２以上８以下であり、重量平均分子量が２，５０
０以上７，５００以下のウレタン(メタ)アクリレートオリゴマーを含む電離放射線硬化性
樹脂である請求項１～１２のいずれか１項に記載の化粧シート。
【請求項１４】
　基材及び表面保護層の少なくとも一方が、光安定剤を含む請求項１～１３のいずれか１
項に記載の化粧シート。
【請求項１５】
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　装飾層が、光安定剤を含む請求項１～１４のいずれか１項に記載の化粧シート。
【請求項１６】
　光安定剤が、ヒンダードアミン系光安定剤である請求項１４又は１５に記載の化粧シー
ト。
【請求項１７】
　表面保護層の基材側の面とは反対側の面に凹部を有する請求項１～１６のいずれか１項
に記載の化粧シート。
【請求項１８】
　凹部の最大深さＤと化粧シートの厚さＴとが、０．１５×Ｔ≦Ｄ≦Ｔの関係を有する凹
部を有する請求項１７に記載の化粧シート。
【請求項１９】
　前記基材が、ポリオレフィン樹脂、ポリカーボネート樹脂、アクリロニトリル－ブタジ
エン－スチレン樹脂、アクリル樹脂及び塩化ビニル樹脂から選ばれる樹脂からなる樹脂基
材である請求項１～１８のいずれか１項に記載の化粧シート。
【請求項２０】
　前記中間樹脂層が、少なくとも１層の樹脂層と少なくとも１層のプライマー層を含む請
求項１～１９のいずれか１項に記載の化粧シート。
【請求項２１】
　被着材と請求項１～２０のいずれか１項に記載の化粧シートとを有する化粧材。
【請求項２２】
　被着材が、金属部材及び樹脂部材から選ばれる少なくとも一種の部材からなる請求項２
１に記載の化粧材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、化粧シート及びこれを用いた化粧材に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　壁、天井、床、玄関ドア等の建築物の内装材又は外装用部材、窓枠、扉、手すり、幅木
、廻り縁、モール等の建具又は造作部材の他、キッチン、家具又は弱電製品、ＯＡ機器等
のキャビネットの表面化粧板、車両の内装材又は外装用部材には、一般的に、鋼板等の金
属部材、樹脂部材、木質部材を被着材として、これらの被着材に化粧シートを貼り合わせ
たものが用いられる。これらの部材に用いられる化粧シートには、使用に伴う劣化を防止
するため、紫外線吸収剤、光安定剤等の耐候剤が通常用いられる。
【０００３】
　このような化粧シートとして、基材シート、絵柄層、透明樹脂層及び表面保護層を有し
、表面保護層が電離放射線硬化型樹脂を含む組成物から形成され、透明樹脂層が凹凸を有
し、該凹凸の凹部に所定の樹脂を用いた着色樹脂層が形成された化粧シートが提案されて
いる（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－０９５９９２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載される化粧シートは、例えば、玄関ドア等の外装用部
材、窓枠、扉等の建具といった直射日光に晒される環境等、特に厳しい環境下で用いられ
る部材に用いようとすると、使用に伴い、色調変化、各層間の浮き、割れ等が生じてしま
い、長期的な耐候性に劣るものであった。耐候性を向上させるための手段としては、化粧
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シートを構成する各層、好ましくはより表層、特許文献１に記載される化粧シートであれ
ば表面保護層に紫外線吸収剤等の耐候剤をより多量に含有させることが挙げられる。紫外
線吸収剤を多量に用いることで、短期的には優れた耐候性が得られる。しかし、使用する
につれて、紫外線吸収剤が表面保護層から漏れ出る、いわゆるブリードアウト（ｂｌｅｅ
ｄ　ｏｕｔ移行ともいう。）が発生し、化粧シート中の紫外線吸収剤が減少することによ
り、耐候剤が低下し、また化粧シート表面のべた付きといった弊害が生じることとなる。
【０００６】
　本発明は、このような状況下になされたもので、優れた耐候性を有する化粧シート、こ
れを用いた化粧材を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者は、前記課題を解決するために鋭意研究を重ねた結果、下記の構成を有する化
粧シート、及びこれを用いた化粧材に係る発明により前記課題を解決できることを見出し
た。
【０００８】
［１］基材と中間樹脂層と表面保護層とを順に有し、該表面保護層が硬化性樹脂組成物の
硬化物であり、該中間樹脂層と該表面保護層とが紫外線吸収剤を含有し、該中間樹脂層を
構成する樹脂１００質量部に対する紫外線吸収剤の含有量（Ｍ１）が、該表面保護層を構
成する樹脂１００質量部に対する紫外線吸収剤の含有量（Ｍ２）よりも大きい、化粧シー
ト。
［２］被着材と上記［１］に記載の化粧シートとを有する化粧材。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、優れた耐候性を有する化粧シート、これを用いた化粧材を提供するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の化粧シートの一例の断面を示す模式図である。
【図２】本発明の化粧シートの一例の断面を示す模式図である。
【図３】本発明の化粧材の層構成の一例を示す断面模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
〔化粧シート〕
　本発明の化粧シートは、基材と中間樹脂層と表面保護層とを順に有し、該表面保護層が
硬化性樹脂組成物の硬化物であり、該中間樹脂層と該表面保護層とが紫外線吸収剤を含有
し、該中間樹脂層を構成する樹脂１００質量部に対する紫外線吸収剤の含有量（Ｍ１）が
、該表面保護層を構成する樹脂１００質量部に対する紫外線吸収剤の含有量（Ｍ２）より
も大きいことを特徴とするものである。
　本発明の化粧シートの構成を、図１及び２を用いて説明する。図１は、本発明の化粧シ
ート１０の一例の断面を示す模式図であり、基材１１、中間樹脂層１４、表面保護層１５
を有しており、中間樹脂層１４及び表面保護層１５には紫外線吸収剤１７が含まれており
、中間樹脂層１４中の紫外線吸収剤１７の含有量の方が多いことが示されている。
　図２は、本発明の化粧シート１０の好ましい態様の一例の断面を示す模式図であり、該
化粧シート１０は、基材１１、装飾層１２、接着層１３、中間樹脂層１４（樹脂層１４ａ
、プライマー層１４ｂ）、及び表面保護層１５を順に有し、基材１１の表面保護層１５側
の面とは反対側の面には裏面プライマー層１６を有し、基材１１及び装飾層１２には白色
顔料１８が含まれている。図２において、中間樹脂層１４は、樹脂層１４ａ及びプライマ
ー層１４ｂという二つの層からなり、これらの層中には紫外線吸収剤１７が含まれており
、かつこれらの層中に含まれる紫外線吸収剤１７の含有量は、いずれも表面保護層１５中
の紫外線吸収剤１７の含有量よりも多いことが示されている。また、図２においては、表
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面保護層１５の基材１１とは反対側の面（最表面）に凹部１９を有しており、凹部１９に
は、表面保護層１５内に留まるもの、中間樹脂層１４に至るもの、基材１１に至るもの等
があることが示されている。
【００１２】
（紫外線吸収剤の含有量）
　本発明の化粧シートは、中間樹脂層を構成する樹脂１００質量部に対する紫外線吸収剤
の含有量（Ｍ１）（以下、単に「含有量（Ｍ１）」と称することがある。）が、該表面保
護層を構成する樹脂１００質量部に対する紫外線吸収剤の含有量（Ｍ２）（以下、単に「
含有量（Ｍ２）」と称することがある。）よりも大きいこと、すなわち下記の不等式によ
り示される関係を有することを特徴とする。
　　　　　含有量（Ｍ１）＞含有量（Ｍ２）
　化粧シートを直射日光に晒される厳しい環境下で用いる場合、化粧シートの劣化を抑制
するには、化粧シートを通過する紫外線量を低減させる観点から、直射日光に直接晒され
る最表面の層、すなわち表面保護層に紫外線吸収剤をより多く含有させることが好ましい
。しかし、紫外線吸収剤を表面保護層中に多量に含有させると、長期間の使用の間に、紫
外線吸収剤がブリードアウトしてしまい、化粧シート中に保持される紫外線吸収剤の含有
量が減り、耐候性が低下してしまう。本発明では、表面保護層と基材とに挟まれる中間樹
脂層に紫外線吸収剤をより多く含有させ、かつ表面保護層を硬化性樹脂組成物の硬化物と
することにより、表面保護層だけでなく中間樹脂層中の紫外線吸収剤のブリードアウトを
抑制し、長期的な使用によっても化粧シート中に保持される紫外線吸収剤の含有量を保持
できるため、優れた耐候性が得られる。
【００１３】
　本発明において、含有量（Ｍ１）が含有量（Ｍ２）よりも大きいことの意味は、中間樹
脂層の構成により以下の態様に大別される。（ｉ）中間樹脂層が一層構成の場合は、該中
間樹脂層中の紫外線吸収剤の含有量を「含有量（Ｍ１）」とし、該含有量（Ｍ１）が含有
量（Ｍ２）よりも大きい、（ｉｉ）中間樹脂層が少なくとも二層を有する多層構成であっ
て、該中間樹脂層を構成する一層に紫外線吸収剤が含有されている場合、該一層中の紫外
線吸収剤の含有量を「含有量（Ｍ１）」とし、該含有量（Ｍ１）が含有量（Ｍ２）よりも
大きい、（ｉｉｉ）中間樹脂層が少なくとも二層を有する多層構成であって、該中間樹脂
層を構成する二層以上に紫外線吸収剤が含有されている場合、その少なくとも一層におけ
る紫外線吸収剤の含有量が、含有量（Ｍ２）よりも大きければよく、これらの層中の紫外
線吸収剤の含有量が最も多い層中の紫外線吸収剤の含有量を「含有量（Ｍ１）」とし、該
含有量（Ｍ１）が含有量（Ｍ２）よりも大きい、ことを意味する。
【００１４】
　上記（ｉｉｉ）の場合、耐候性の向上の観点から、より多くの層中の紫外線吸収剤の含
有量が、表面保護層中の紫外線吸収剤の含有量（Ｍ２）より大きいことが好ましく、中間
樹脂層を構成する全ての層中の紫外線吸収剤の含有量が、表面保護層中の紫外線吸収剤の
含有量（Ｍ２）よりも大きいことが好ましい。また、中間樹脂層を構成する各層について
、基材に一番近い層中の紫外線吸収剤の含有量が最大となり、以下、基材側から表面保護
層側に向かって、順次各層中の紫外線吸収剤の含有量が減少し、かつ表面保護層に一番近
い側に位置する層の紫外線吸収剤の含有量（中間樹脂層を構成する層で、紫外線吸収剤の
含有量が最小となる層の、紫外線吸収剤の含有量）がなお表面保護層の含有量（Ｍ２）よ
り大きいことが更に好ましい。なお、中間樹脂層を構成する層については後述する。
【００１５】
　中間樹脂層中の紫外線吸収剤の含有量（Ｍ１）と表面保護層中の紫外線吸収剤の含有量
（Ｍ２）との合計（Ｍ１＋Ｍ２）は、０．５質量部以上が好ましく、１質量部以上がより
好ましく、５質量部以上が更に好ましく、１０質量部以上が更に好ましい。また上限とし
ては、４０質量部以下が好ましく、３０質量部以下がより好ましく、２５質量部以下が更
に好ましい。ここで、含有量（Ｍ１）は、上記（ｉ）～（ｉｉｉ）に応じて決定されるも
のである。合計（Ｍ１＋Ｍ２）が上記範囲内であると、中間樹脂層、表面保護層の機能を
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阻害することがなく、優れた耐候性が得られる。なお、本明細書において、数値範囲の記
載に関する「以上」、「以下」に係る数値は任意に組み合わせることができる数値である
。
【００１６】
　中間樹脂層中の紫外線吸収剤の含有量（Ｍ１）と表面保護層中の紫外線吸収剤の含有量
（Ｍ２）との比（Ｍ１／Ｍ２）は、１．１以上が好ましく、３以上がより好ましく、５以
上が更に好ましく、１０以上が特に好ましい。また、上限としては、３５以下が好ましく
、３０以下がより好ましく、２５以下が更に好ましく、２０以下が特に好ましい。ここで
、含有量（Ｍ１）は、上記（ｉ）～（ｉｉｉ）に応じて決定されるものである。比（Ｍ１

／Ｍ２）が上記範囲内であると、中間樹脂層、表面保護層の機能を阻害することがなく、
優れた耐候性が得られる。
【００１７】
　紫外線吸収性能は、下記関係式で示されるランベルト・ベールの法則により、紫外線吸
収剤を含む層の厚さに比例することが知られている。
　　　－ｌｏｇ（Ｉ／ＩＯ）＝ε×ｃ×ｄ
（ここで、ＩＯは入射光の強度、Ｉは透過光の強度、－ｌｏｇ（Ｉ／ＩＯ）は吸光度、ε
は光係数、ｃは紫外線吸収剤の濃度、ｄは紫外線吸収剤を含む層の厚さを示す。）
　このランベルト・ベールの法則を示す上記関係式から分かるように、紫外線吸収剤を含
む層における紫外線吸収剤の濃度と厚みとには一定の関係性があることから、中間樹脂層
中の紫外線吸収剤の含有量（Ｍ１）と該中間樹脂層の厚さ（Ｔ１）との積（Ｍ１×Ｔ１）
が、表面保護層中の紫外線吸収剤の含有量（Ｍ２）と該表面保護層の厚さ（Ｔ２）との積
（Ｍ２×Ｔ２）よりも大きいこと、すなわち下記の不等式により示される関係を有するこ
とが好ましい。
　　　　　積（Ｍ１×Ｔ１）＞積（Ｍ２×Ｔ２）
　積（Ｍ１×Ｔ１）が積（Ｍ２×Ｔ２）よりも大きいと、優れた耐候性及び耐傷性とが得
られる。含有量（Ｍ１）は、上記（ｉ）～（ｉｉｉ）に応じて決定され、厚さ（Ｔ１）は
該含有量（Ｍ１）を有する層の厚さとなる。また、中間樹脂層が二層以上を有する多層構
成である場合、少なくとも一層が上記関係を有していればよく、優れた耐候性を得る観点
から、複数の層が上記関係を有していていることが好ましく、中間樹脂層を構成する全て
の層が上記関係を有していることがより好ましい。なお、本発明において、中間樹脂層が
多層構成であり、含有量（Ｍ１）を有する層より小さい含有量であるにも関わらず、該層
の厚さ（Ｔ１）よりも厚いことで、含有量と厚さの積が、積（Ｍ１×Ｔ１）よりも大きく
なる場合があるが、そのような場合であっても、積（Ｍ１×Ｔ１）は、あくまで含有量（
Ｍ１）を有する層に対応する積とする。
　また、これと同様の観点から、積（Ｍ１×Ｔ１）と積（Ｍ２×Ｔ２）との比（（Ｍ１×
Ｔ１）／（Ｍ２×Ｔ２））は、１より大きいことが好ましく、１．１以上がより好ましく
、１．５以上がより好ましく、３以上が更に好ましく、５以上が特に好ましい。また上限
としては特に制限はないが、３０以下であればよい。
　以下、本発明の化粧シートを構成する各層について説明する。
【００１８】
（基材）
　基材は、通常化粧シートの基材として用いられるものを制限なく採用することができ、
代表的には熱可塑性樹脂からなる樹脂基材が使用される。熱可塑性樹脂としては、例えば
、ポリプロピレン、ポリエチレン等のポリオレフィン樹脂、ポリエステル樹脂、ポリカー
ボネート樹脂、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン樹脂（以下、「ＡＢＳ樹脂」と
も称する。）、アクリル樹脂、塩化ビニル樹脂などが使用される。これらの中で、加工特
性を考慮すると、ポリオレフィン樹脂、ポリエステル樹脂、ポリカーボネート樹脂及びＡ
ＢＳ樹脂が好ましく、特にポリオレフィン樹脂が好ましい。本発明においては、これらの
樹脂を単独で、又は複数種を組み合わせて用いることができる。
【００１９】



(7) JP 6957934 B2 2021.11.2

10

20

30

40

50

　ポリオレフィン樹脂としては、特に限定されず、例えば、ポリエチレン（低密度、中密
度、高密度）、ポリプロピレン、ポリメチルペンテン、ポリブテン、エチレン－プロピレ
ン共重合体、プロピレン－ブテン共重合体、エチレン－酢酸ビニル共重合体、エチレン－
アクリル酸共重合体、エチレン－プロピレン－ブテン共重合体、ポリオレフィン系熱可塑
性エラストマー等が挙げられる。中でも、ポリエチレン（低密度、中密度、高密度）、ポ
リプロピレン、エチレン－プロピレン共重合体、プロピレン－ブテン共重合体が好ましい
。
【００２０】
　本発明の化粧シートは、基材及び表面保護層の少なくとも一方が白色顔料を含むことが
好ましい。この場合、白色顔料は基材のみに含まれてもよいし、表面保護層のみに含まれ
てもよいし、基材及び表面保護層に含まれてもよい。
　本発明においては、基材が白色顔料を含んだ着色樹脂基材であることが好ましい。白色
顔料により着色された樹脂基材を用いることで、化粧シートを貼着する被着材の表面色相
がばらついている場合に、表面色相を良好に隠蔽しやすく、より優れた意匠性が得られ、
所望に応じて設けられる装飾層の色調の安定性を向上させることができる。
【００２１】
　白色顔料としては、酸化チタン（チタン白）、鉛白、アンチモン白、二酸化チタン被覆
雲母等が挙げられ、これらを単独で、又は複数種を組み合わせて用いることができる。本
発明においては、隠蔽性（発色）、取り扱いの容易さ等を考慮すると、酸化チタン（チタ
ン白）が好ましい。
　酸化チタンには、アナターゼ型、ブルッカイト型及びルチル型があり、いずれも用いる
ことができるが、隠蔽性（発色）に優れ、耐候性を考慮すると、ルチル型が好ましい。ル
チル型の酸化チタンは、光触媒活性が低いため、直射日光に晒される環境下で用いても、
光触媒反応が生じにくく、光触媒反応による基材及び表面保護層、またその他の任意で設
けられる層の劣化が生じにくく、結果として耐候性が向上する。
【００２２】
　白色顔料は、耐候性への影響を考慮して、表面処理されたものであることが好ましい。
表面処理された白色顔料としては、例えば、無機金属含水酸化物で表面処理されて、無機
含水酸化物微粒子で表面が覆われたものが好ましく挙げられる。無機金属含水酸化物とし
ては、アルミナ、シリカ、チタニアの他、ジルコニア、酸化錫、酸化アンチモン、酸化亜
鉛等が好ましく挙げられる。また、表面が未処理の酸化チタン、又は上記の無機金属含水
酸化物で表面処理された酸化チタンを、シランカップリング剤、チタネートカップリング
剤、アルミニウムカップリング剤等のカップリング剤、又はシリコーンオイル、フッ素系
オイル等で表面処理して、表面を疎水性や親油性にしたものも好ましく挙げられる。本発
明においては、上記の表面処理を単独で施されたもの、又は複数の表面処理を組み合わせ
て施された白色顔料を用いることができる。
　本発明においては、優れた隠蔽性を得る観点から、アルミナ、シリカ、酸化亜鉛による
表面処理が好ましく、アルミナ、シリカによる表面処理がより好ましく、特にアルミナ及
びシリカによる表面処理が好ましい。
【００２３】
　白色顔料の一次粒子の平均粒径は、０．０２μｍ以上１．５μｍ以下が好ましく、０．
１５μｍ以上０．５μｍ以下がより好ましく、０．１μｍ以上０．３μｍ以下が更に好ま
しい。白色顔料の平均粒径が上記範囲内であると、優れた発色が得られ、高い隠蔽性とと
もに、意匠性が得られる。ここで、平均粒径は、レーザー光回折法による粒度分布測定に
おける質量平均値Ｄ５０として求めることができる値である。
【００２４】
　基材は、白色顔料を含んだ着色樹脂基材である場合、着色の態様には特に制限はなく、
透明着色であってもよいし、不透明着色（隠蔽着色）であってもよく、これらは任意に選
択できる。例えば、化粧シートを貼着する鋼板などの被着材の地色を着色隠蔽する場合に
は、不透明着色を選択すればよい。一方、化粧材に用いられる被着材の地模様を目視でき
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るようにする場合には、透明着色を選択すればよい。
　白色顔料の含有量は、透明着色とするか、不透明着色（隠蔽着色）とするかに応じて適
宜調整すればよく、例えば、基材を構成する樹脂１００質量部に対し、１質量部以上５０
質量部以下が好ましく、３質量部以上４０質量部以下がより好ましく、５質量部以上３０
質量部以下が更に好ましく、５質量部以上２０質量部以下が特に好ましい。
【００２５】
　基材は、白色顔料以外の着色剤を含んでもよい。例えば、鉄黒、黄鉛、チタン黄、弁柄
、カドミウム赤、群青、コバルトブルー等の無機顔料；キナクリドンレッド、イソインド
リノンイエロー、フタロシアニンブルー等の有機顔料又は染料；アルミニウム、真鍮等の
鱗片状箔片からなる金属顔料；二酸化チタン被覆雲母、塩基性炭酸鉛等の鱗片状箔片から
なる真珠光沢（パール）顔料等の着色剤が挙げられる。
【００２６】
　基材には、必要に応じて、添加剤が配合されてもよい。添加剤としては、例えば、炭酸
カルシウム、クレーなどの無機充填剤、水酸化マグネシウムなどの難燃剤、酸化防止剤、
滑剤、発泡剤、紫外線吸収剤、光安定剤等が挙げられる。添加剤の配合量は、特に加工特
性を阻害しない範囲であれば特に制限はなく、要求特性等に応じて適宜設定できる。
【００２７】
　本発明の化粧シートの耐候性を向上させる観点から、上記添加剤の中でも、紫外線吸収
剤、光安定剤等の耐候剤を用いることが好ましく、光安定剤を用いることが好ましい。
　基材は、化粧材とした場合に表面保護層と被着材との間に位置する層であるため、紫外
線吸収剤、光安定剤等の耐候剤のブリードアウトによる耐候性の低下への影響は、他の層
に比べて小さいものといえる。基材に用いられる紫外線吸収剤としては、特に制限はなく
、例えば、ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、トリア
ジン系紫外線吸収剤等が挙げられる。また、例えば、後述する中間樹脂層に特に好ましく
用いられるものとして例示されるヒドロキシフェニルトリアジン系紫外線吸収剤、更に特
定の一般式（１）で示されるヒドロキシフェニルトリアジン系紫外線吸収剤も好ましく用
いることができる。
【００２８】
　光安定剤としては、ヒンダードアミン系光安定剤が好ましく、例えば、４－ベンゾイル
オキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、１，２，２，６，６－ペンタメチル
－４－ピペリジニル（メタ）アクリレート、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－
ピペリジル）セバケート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）
セバケート、ビス（１－オクチルオシキ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジ
ニル)セバケート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジニル）セバ
ケート、メチル（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジニル）セバケート、
２，４－ビス［Ｎ－ブチル－Ｎ－（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラ
メチル－４－ピペリジニル）アミノ］－６－（２－ヒドロキシエチルアミン）－１，３，
５－トリアジン）、テトラキス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）
－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、ビス－（１，２，２，６，６－ペン
タメチル－４－ピペリジル）－２－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－ベンジ
ル）－２－ｎ－ブチルマロネート等が挙げられる。これらの中でも、ビス（２，２，６，
６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメ
チル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１－オクチルオシキ－２，２，６，６－テト
ラメチル－４－ピペリジニル)セバケート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－
４－ピペリジニル）セバケート、メチル（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペ
リジニル）セバケート等のデカン二酸（セバシン酸）由来のヒンダードアミン系光安定剤
が好ましい。
【００２９】
　これらの紫外線吸収剤、光安定剤は、単独で、又は複数種を組み合わせて用いることが
できる。また、紫外線吸収剤、光安定剤は、光安定剤の一つとして上記に例示するように
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、例えば、（メタ）アクリロイル基、ビニル基、アリル基等のエチレン性二重結合を有す
る反応性官能基を有するものであってもよい。
【００３０】
　基材中の紫外線吸収剤の含有量は、基材を構成する樹脂１００質量部に対し、０．１質
量部以上５質量部以下が好ましく、０．２質量部以上３質量部以下がより好ましく、０．
３質量部以上２質量部以下が更に好ましい。また、基材中の光安定剤の含有量は、基材を
構成する樹脂１００質量部に対し、０．５質量部以上１０質量部以下が好ましく、１質量
部以上８質量部以下がより好ましく、３質量部以上６質量部以下が更に好ましい。基材中
の紫外線吸収剤、光安定剤の含有量が上記範囲内であると、ブリードアウトすることなく
、優れた添加効果が得られる。
【００３１】
　基材は、上記樹脂の単層、あるいは同種又は異種樹脂による複層のいずれの構成であっ
てもよい。
　基材の厚さは、特に加工特性を考慮すると、２０μｍ以上１５０μｍ以下が好ましく、
２５μｍ以上１２０μｍ以下がより好ましく、３０μｍ以上１００μｍ以下が更に好まし
く、特に４０μｍ以上８０μｍ以下が好ましい。
【００３２】
　また、基材は、基材と他の層との層間密着性の向上、各種の被着材との接着性の強化等
のために、その片面又は両面に、酸化法、凹凸化法等の物理的表面処理、又は化学的表面
処理等の表面処理を施すことができる。
　酸化法としては、例えばコロナ放電処理、クロム酸化処理、火炎処理、熱風処理、オゾ
ン－紫外線処理法等が挙げられ、凹凸化法としては、例えばサンドブラスト法、溶剤処理
法等が挙げられる。これらの表面処理は、基材の種類に応じて適宜選択されるが、一般に
はコロナ放電処理法が、表面処理の効果及び操作性等の面から好ましく用いられる。
　また、基材と他の層との層間密着性の向上、各種の被着材との接着性の強化、更には白
色顔料による劣化の抑制等のために、基材にプライマー層、裏面プライマー層を形成する
等の処理を施してもよい。これらのプライマー層については、後述する。
【００３３】
（中間樹脂層）
　中間樹脂層は、基材と表面保護層との間に設けられる層であり、紫外線吸収剤を含有し
、かつその含有量（Ｍ１）が、表面保護層中の紫外線吸収剤の含有量（Ｍ２）よりも大き
いことを要する層である。
　中間樹脂層は一層構成でもよく、少なくとも二層を有する多層構成であってもよく、例
えば、化粧シートとしての性能向上の観点から、樹脂層、プライマー層を有することが好
ましい。
【００３４】
（樹脂層）
　樹脂層は、後述する装飾層の保護、加工特性、耐傷性の向上の観点から、好ましく設け
られる層である。樹脂層は、紫外線吸収剤を含有することが好ましく、中間樹脂層が樹脂
層による一層構成の場合は、紫外線吸収剤を含有することを要する。樹脂層が紫外線吸収
剤を含むことで、より優れた耐候性が得られる。
　樹脂層を構成する樹脂としては、例えば、ポリオレフィン樹脂、ポリエステル樹脂、ア
クリル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリウレタン樹脂、ポリスチレン樹脂、塩化ビニル
樹脂、酢酸ビニル樹脂等が好ましく挙げられる。中でも、加工特性と、耐傷性及び耐候性
の向上の観点から、ポリオレフィン樹脂、ポリエステル樹脂が好ましく、ポリオレフィン
樹脂が更に好ましい。ポリオレフィン樹脂としては、基材を構成し得るものとして例示し
た樹脂が挙げられ、中でもポリプロピレン樹脂が好ましい。
【００３５】
　樹脂層は、本発明の化粧シートが装飾層を有する場合、装飾層を保護する観点から、装
飾層と表面保護層との間に設けられる、すなわち、中間樹脂層は装飾層と表面保護層との
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間に設けられることが好ましい。
　樹脂層は透明であっても不透明でもよく、装飾層と表面保護層との間に設けられる場合
は、装飾層をより鮮明に視認できるようにする観点から、透明であることが好ましい。こ
こで、透明とは、無色透明の他、着色透明及び半透明も含むものである。また、着色され
ている場合、用いられる着色剤としては、上記の基材に用いられる着色剤と同様のものが
好ましく挙げられ、白色顔料を好ましく用いることができる。
【００３６】
　樹脂層に用いられる紫外線吸収剤としては、基材に用い得るものとして例示した紫外線
吸収剤、例えば、ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、
トリアジン系紫外線吸収剤等が挙げられ、トリアジン系紫外線吸収剤の中でも、トリアジ
ン環に、ヒドロキシフェニル基、アルコキシフェニル基及びこれらの基を含む有機基から
選ばれる少なくとも一つの有機基が三つ連結したヒドロキシフェニルトリアジン系紫外線
吸収剤がより好ましく、下記一般式（１）で示されるヒドロキシフェニルトリアジン系紫
外線吸収剤が更に好ましい。ヒドロキシフェニルトリアジン系紫外線吸収剤は、分岐構造
を有するため、中間樹脂層からブリードアウトしにくくなることが期待され、より長期的
に優れた耐候性が得られる。
【００３７】
【化１】

【００３８】
　一般式（１）中、Ｒ１１は２価の有機基であり、Ｒ１２は－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１５で示さ
れるエステル基であり、Ｒ１３、Ｒ１４及びＲ１５は各々独立して１価の有機基であり、
ｎ１１及びｎ１２は各々独立して１～５の整数である。
【００３９】
　Ｒ１１の２価の有機基としては、アルキレン基、アルケニレン基等の脂肪族炭化水素基
が挙げられ、耐候性の観点から、アルキレン基が好ましく、その炭素数は、１以上２０以
下が好ましく、１以上１２以下がより好ましく、１以上８以下が更に好ましく、１以上４
以下が特に好ましい。アルキレン基、アルケニレン基は、直鎖状、分岐状、環状のいずれ
であってもよいが、直鎖状、分岐状が好ましい。
　炭素数１以上２０以下のアルキレン基としては、例えば、メチレン基、１，１－エチレ
ン基、１，２－エチレン基、１，３－プロピレン、１，２－プロピレン、２，２－プロピ
レン等の各種プロピレン基（以下、「各種」は、直鎖状、分岐状、及びこれらの異性体の
ものを含むものを示す。）、各種ブチレン基、各種ペンチレン基、各種ヘキシレン基、各
種へプチレン基、各種オクチレン基、各種ノニレン基、各種デシレン基、各種ウンデシレ
ン基、各種ドデシレン基、各種トリデシレン基、各種テトラデシレン基、各種ペンタデシ
レン基、各種ヘキサデシレン基、各種ヘプタデシレン基、各種オクタデシレン基、各種ノ
ナデシレン基、各種イコシレン基が挙げられる。
【００４０】
　Ｒ１３及びＲ１４の１価の有機基としては、アルキル基、アルケニル基、シクロアルキ
ル基、アリール基、及びアリールアルキル基等が挙げられ、アリール基、アリールアルキ
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ル基等の芳香族炭化水素基が好ましく、アリール基が好ましい。中でも、Ｒ１３及びＲ１

４の１価の有機基としては、フェニル基が好ましい。
　アリール基としては、好ましくは炭素数６以上２０以下、より好ましくは炭素数６以上
１２以下、更に好ましくは炭素数６以上１０以下のアリール基、例えば、フェニル基、各
種メチルフェニル基、各種エチルフェニル基、各種ジメチルフェニル基、各種プロピルフ
ェニル基、各種トリメチルフェニル基、各種ブチルフェニル基、各種ナフチル基等が挙げ
られる。アリールアルキル基としては、好ましくは炭素数７以上２０以下、より好ましく
は炭素数７以上１２以下、更に好ましくは炭素数７以上１０以下のアリールアルキル基、
例えば、ベンジル基、フェネチル基、各種フェニルプロピル基、各種フェニルブチル基、
各種メチルベンジル基、各種エチルベンジル基、各種プロピルベンジル基、各種ブチルベ
ンジル基、各種ヘキシルベンジル基等が挙げられる。
【００４１】
　Ｒ１５の１価の有機基としては、アルキル基、アルケニル基、シクロアルキル基、アリ
ール基、及びアリールアルキル基等が挙げられ、アルキル基、アルケニル基等の脂肪族炭
化水素基が好ましく、アルキル基がより好ましい。すなわち、Ｒ１２としては、アルキル
エステル基、アルケニルエステル基が好ましく、アルキルエステル基がより好ましい。
　アルキル基としては、好ましくは炭素数１以上２０以下、より好ましくは２以上１６以
下、更に好ましくは６以上１２以下のアルキル基、例えば、メチル基、エチル基、各種プ
ロピル基、各種ブチル基、各種ペンチル基、各種ヘキシル基、各種オクチル基、各種ノニ
ル基、各種デシル基、各種ウンデシル基、各種ドデシル基、各種トリデシル基、各種テト
ラデシル基、各種ペンタデシル基、各種ヘキサデシル基、各種ヘプタデシル基、各種オク
タデシル基、各種ノナデシル基、各種イコシル基が挙げられる。
　アルケニル基としては、好ましくは炭素数２以上２０以下、より好ましくは３以上１６
以下、更に好ましくは６以上１２以下のアルケニル基、例えば、ビニル基、各種プロペニ
ル基、各種ブテニル基、各種ペンテニル基、各種ヘキセニル基、各種オクテニル基、各種
ノネニル基、各種デセニル基、各種ウンデセニル基、各種ドデセニル基、各種トリデセニ
ル基、各種テトラデセニル基、各種ペンタデセニル基、各種ヘキサデセニル基、各種ヘプ
タデセニル基、各種オクタデセニル基、各種ノナデセニル基、各種イコセニル基が挙げら
れる。
【００４２】
　一般式（１）で示されるヒドロキシフェニルトリアジン化合物としては、より具体的に
は、Ｒ１１が炭素数１以上２０以下のアルキレン基であり、Ｒ１２及びＲ１５が炭素数１
以上２０以下のアルキル基であるアルキルエステル基であり、Ｒ１３及びＲ１４が炭素数
６以上２０以下のアリール基であり、ｎ１１及びｎ１２が１のヒドロキシフェニルトリア
ジン化合物が好ましく、Ｒ１１が炭素数１以上１２以下のアルキレン基であり、Ｒ１２及
びＲ１５が炭素数２以上１６以下のアルキル基であるアルキルエステル基であり、Ｒ１３

及びＲ１４が炭素数６以上１２以下のアリール基であり、ｎ１１及びｎ１２が１のヒドロ
キシフェニルトリアジン化合物がより好ましく、Ｒ１１が炭素数１以上８以下のアルキレ
ン基であり、Ｒ１２がＲ１５及び炭素数６以上１２以下のアルキル基であるアルキルエス
テル基であり、Ｒ１３及びＲ１４が炭素数６以上１０以下のアリール基であり、ｎ１１及
びｎ１２が１のヒドロキシフェニルトリアジン化合物が更に好ましく、Ｒ１１が炭素数１
以上４以下のアルキレン基であり、Ｒ１２及びＲ１５が炭素数８のアルキル基であるエス
テル基であり、Ｒ１３及びＲ１４がフェニル基であり、ｎ１１及びｎ１２が１のヒドロキ
シフェニルトリアジン化合物が特に好ましい。
【００４３】
　一般式（１）で示されるヒドロキシフェニルトリアジン化合物としては、更に具体的に
は、下記化学式（２）で示される、Ｒ１１がエチレン基であり、Ｒ１２及びＲ１５がイソ
オクチル基であるエステル基であり、Ｒ１３及びＲ１４がフェニル基であり、ｎ１１及び
ｎ１２が１のヒドロキシフェニルトリアジン化合物、すなわち２－（２－ヒドロキシ－４
－［１－オクチルオキシカルボニルエトキシ］フェニル）－４，６－ビス（４－フェニル
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フェニル）－１，３，５－トリアジンが好ましく、このヒドロキシフェニルトリアジン化
合物は、例えば、市販品（「ＴＩＮＵＶＩＮ４７９」、ＢＡＳＦ社製）として入手可能で
ある。
【００４４】
【化２】

【００４５】
　樹脂層中の紫外線吸収剤の含有量は、耐候性の向上の観点から、該樹脂層を構成する樹
脂１００質量部に対し、０．１質量部以上１５質量部以下が好ましく、０．２質量部以上
１０質量部以下がより好ましく、０．３質量部以上５質量部以下が更に好ましい。
【００４６】
　樹脂層は、耐候性を向上させる観点から、光安定剤を含むことが好ましい。光安定剤と
しては、基材に用い得るものとして例示した、光安定剤を挙げることができる。光安定剤
の含有量は、耐候性の向上の観点から、基材中の含有量と同じ範囲を例示することができ
る。
【００４７】
　また、樹脂層は、必要に応じて、上記の紫外線吸収剤、光安定剤等の耐候剤の他、他の
添加剤が配合されていてもよく、上記基材中に配合し得る添加剤、例えば、炭酸カルシウ
ム、クレーなどの無機充填剤、水酸化マグネシウムなどの難燃剤、酸化防止剤、滑剤、発
泡剤等が挙げられる。
【００４８】
　樹脂層の厚さは、装飾層の保護、加工特性と、耐傷性及び耐候性の向上の観点から、１
０μｍ以上１５０μｍ以下が好ましく、３０μｍ以上１２０μｍ以下がより好ましく、５
０μｍ以上１００μｍ以下が更に好ましい。
　また、装飾層を保護し、かつ優れた耐傷性を得る観点から、基材シートよりも厚くする
ことが好ましい。
【００４９】
　樹脂層は、樹脂層と他の層との層間密着性の向上等のために、その片面又は両面に、酸
化法、凹凸化法等の物理的表面処理、又は化学的表面処理等の表面処理を施すことができ
る。これらの物理的または化学的表面処理としては、上記の基材の表面処理と同じの方法
が好ましく例示される。
　また、樹脂層と他の層との層間密着性の向上、更には白色顔料の耐候性への影響の抑制
効果を得る等のために、樹脂層の片面又は両面にプライマー層を形成する等の処理を施し
てもよい。このプライマー層については、後述する。
【００５０】
（プライマー層）
　プライマー層は、設けられる箇所に応じて求められる効果が異なっており、主に層間密
着性の向上効果、及び白色顔料の耐候性への影響の抑制効果を得るために設けられる。プ
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ライマー層は、紫外線吸収剤を含有することが好ましく、中間樹脂層がプライマー層によ
る一層構成の場合は、紫外線吸収剤を含有することを要する。プライマー層が紫外線吸収
剤を含むことで、より優れた耐候性が得られる。
【００５１】
　例えば、中間樹脂層がプライマー層の一層構成であり、基材と表面保護層との間に設け
られる場合、基材と表面保護層との層間密着性の向上効果が得られる。また基材及び表面
保護層の少なくとも一方が白色顔料を含む場合は、化粧シートを直射日光に晒される環境
下で用いると、耐候性への懸念があるが、プライマー層を有することで、該白色顔料の耐
候性への影響を抑制し、優れた耐候性が得られる。
　装飾層が設けられ、かつ中間樹脂層がプライマー層と樹脂層とを有する場合であって、
プライマー層が該樹脂層と表面保護層との間に設けられる場合は、該樹脂層と該表面保護
層との層間密着性の向上効果が得られる。基材、装飾層、表面保護層の少なくとも一層が
白色顔料を含む場合は、白色顔料の耐候性への影響の抑制を抑制し、優れた耐候性が得ら
れる。プライマー層が装飾層と樹脂層との間に設けられる場合は、装飾層と樹脂層との層
間密着性の向上効果が得られる。また、装飾層が白色顔料を含む場合は、白色顔料の耐候
性への影響を抑制し、優れた耐候性が得られる。
　以上の観点から、中間樹脂層は、樹脂層とプライマー層とを有することが好ましく、本
発明の化粧シートは、例えば、基材、中間樹脂層（樹脂層、プライマー層）、表面保護層
の順に有するものであることが好ましく、基材、装飾層、中間樹脂層（樹脂層、プライマ
ー層）、表面保護層の順に有するものであることがより好ましい。また、中間樹脂層は、
プライマー層と樹脂層とプライマー層とを順に有する樹脂層であることも好ましい。
【００５２】
　プライマー層の形成には、例えば、バインダーに紫外線吸収剤、光安定剤等の耐候剤、
溶剤、安定剤、可塑剤、触媒、硬化剤等を適宜混合した、プライマー層形成用樹脂組成物
が用いられる。
【００５３】
　紫外線吸収剤としては、上記樹脂層に含まれ得るものとして例示した紫外線吸収剤、例
えば、ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、トリアジン
系紫外線吸収剤等が挙げられ、トリアジン系紫外線吸収剤の中でもヒドロキシフェニルト
リアジン系紫外線吸収剤がより好ましく、下記一般式（１）で示されるヒドロキシフェニ
ルトリアジン系紫外線吸収剤が更に好ましい。
　プライマー層中の紫外線吸収剤の含有量は、プライマー層を構成する樹脂１００質量部
に対し、１質量部以上４０質量部以下が好ましく、５質量部以上３５質量部以下がより好
ましく、１０質量部以上３０質量部以下が更に好ましく、１５質量部以上２５質量部以下
が特に好ましい。
【００５４】
　プライマー層は、耐候性を向上させる観点から、光安定剤を含むことが好ましい。光安
定剤としては、基材に用い得るものとして例示した、光安定剤を挙げることができる。光
安定剤の含有量は、耐候性の向上の観点から、プライマー層を構成する樹脂１００質量部
に対し、０．５質量部以上２０質量部以下が好ましく、１質量部以上１５質量部以下がよ
り好ましく、１．５質量部以上１０質量部以下が更に好ましく、２質量部以上８質量部以
下が特に好ましい。
【００５５】
　バインダーとしては、例えば、上記の装飾層に用い得るバインダーとして例示したもの
、すなわち、ウレタン樹脂、アクリルポリオール樹脂、アクリル樹脂、エステル樹脂、ア
ミド樹脂、ブチラール樹脂、スチレン樹脂、ウレタン－アクリル共重合体、ポリカーボネ
ート系ウレタン－アクリル共重合体（ポリマー主鎖にカーボネート結合を有し、末端、側
鎖に２個以上の水酸基を有する重合体（ポリカーボネートポリオール）由来のウレタン－
アクリル共重合体）、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニル－
アクリル共重合体樹脂、塩素化プロピレン樹脂、ニトロセルロース樹脂（硝化綿）、酢酸
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セルロース樹脂等の樹脂が好ましく挙げられ、これらを単独で、又は複数種を組み合わせ
て用いることができる。例えば、ポリカーボネート系ウレタン－アクリル共重合体とアク
リルポリオール樹脂との混合物をバインダーとして用いることができる。
【００５６】
　また、１液硬化型の他、例えば、トリレンジイソシアネート（ＴＤＩ）、ジフェニルメ
タンジイソシアネート（ＭＤＩ）、ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）、イソホ
ロンジイソシアネート（ＩＰＩＤ）、キシリレンジイソシアネート（ＸＤＩ）等のイソシ
アネート化合物等の硬化剤を伴う２液硬化型など、種々のタイプの樹脂を用いることがで
きる。
　本発明においては、中間樹脂層中により多くの紫外線吸収剤を含有させる観点から、プ
ライマー層の形成に用いられるバインダーとして、２液硬化型の硬化性樹脂を用いること
が好ましい。プライマー層のバインダーとして硬化性樹脂を用いることにより、紫外線吸
収剤をより強固に層中に保持することが可能となり、また紫外線吸収剤として上記の分岐
構造を有するヒドロキシフェニルトリアジン系紫外線吸収剤を用いることで、相乗的にプ
ライマー層中により強固に紫外線吸収剤が保持されることが期待されるため、より多くの
紫外線吸収剤を含有させることができる。
【００５７】
　プライマー層の厚さは、層間密着性の向上、耐候性の向上、更には白色顔料の耐候性へ
の影響の抑制効果を得る観点から、１μｍ以上１０μｍ以下が好ましく、２μｍ以上８μ
ｍ以下がより好ましく、３μｍ以上６μｍ以下が更に好ましい。
【００５８】
（表面保護層）
　表面保護層は、硬化性樹脂組成物の硬化物であり、紫外線吸収剤を含有し、かつその含
有量（Ｍ２）が、中間樹脂層中の紫外線吸収剤の含有量（Ｍ１）よりも小さいことを要す
る層である。また、表面保護層は、中間樹脂層上に設けられる、本発明の化粧シートの最
表面に位置する層であり、耐候性とともに、耐傷性等の表面特性の発現を担う層である。
【００５９】
　表面保護層は、硬化性樹脂を含有する樹脂組成物の硬化物で構成される。
　表面保護層の形成に用いられる硬化性樹脂としては、２液硬化型樹脂等の熱硬化性樹脂
の他、電離放射線硬化性樹脂等が好ましく用いられ、これらを用いて組み合わせた、例え
ば、電離放射線硬化性樹脂と熱硬化性樹脂とを併用する、又は硬化性樹脂と熱可塑性樹脂
とを併用する、いわゆるハイブリッドタイプであってもよい。
　硬化性樹脂としては、表面保護層を構成する樹脂の架橋密度を高めて、表面保護層だけ
でなく中間樹脂層中の紫外線吸収剤のブリードアウトを抑制し、優れた耐候性を得ること
ができ、更には耐傷性等の表面特性を向上させる観点から、電離放射線硬化性樹脂が好ま
しい。また、無溶媒で塗布することができ、取り扱いが容易との観点から、電子線硬化性
樹脂がより好ましい。
【００６０】
（電離放射線硬化性樹脂）
　電離放射線硬化性樹脂とは、電離放射線を照射することにより、架橋、硬化する樹脂の
ことであり、電離放射線硬化性官能基を有するものである。ここで、電離放射線硬化性官
能基とは、電離放射線の照射によって架橋硬化する基であり、（メタ）アクリロイル基、
ビニル基、アリル基などのエチレン性二重結合を有する官能基などが好ましく挙げられる
。また、電離放射線とは、電磁波又は荷電粒子線のうち、分子を重合あるいは架橋し得る
エネルギー量子を有するものを意味し、通常、紫外線（ＵＶ）又は電子線（ＥＢ）が用い
られるが、その他、Ｘ線、γ線などの電磁波、α線、イオン線などの荷電粒子線も含まれ
る。
　電離放射線硬化性樹脂としては、具体的には、従来電離放射線硬化性樹脂として慣用さ
れている重合性モノマー、重合性オリゴマーの中から適宜選択して用いることができる。
【００６１】
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　重合性モノマーとしては、分子中にラジカル重合性不飽和基を持つ（メタ）アクリレー
ト系モノマーが好ましく、中でも多官能性（メタ）アクリレートモノマーが好ましい。こ
こで「（メタ）アクリレート」とは「アクリレート又はメタクリレート」を意味する。
　多官能性（メタ）アクリレートモノマーとしては、分子中に２つ以上の電離放射線硬化
性官能基を有し、かつ該官能基として少なくとも（メタ）アクリロイル基を有する（メタ
）アクリレートモノマーが挙げられる。
　耐候性及び耐傷性、更には加工特性を向上させる観点から、官能基数は２以上８以下が
好ましく、２以上６以下がより好ましく、２以上４以下が更に好ましく、特に２以上３以
下が好ましい。これらの多官能性（メタ）アクリレートは、単独で、又は複数種を組み合
わせて用いてもよい。
【００６２】
　重合性オリゴマーとしては、例えば、分子中に２つ以上の電離放射線硬化性官能基を有
し、かつ該官能基として少なくとも（メタ）アクリロイル基を有する（メタ）アクリレー
トオリゴマーが挙げられる。例えば、ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー、エポキ
シ（メタ）アクリレートオリゴマー、ポリエステル（メタ）アクリレートオリゴマー、ポ
リエーテル（メタ）アクリレートオリゴマー、ポリカーボネート（メタ）アクリレートオ
リゴマー、アクリル（メタ）アクリレートオリゴマー等が挙げられる。
　さらに、重合性オリゴマーとしては、他にポリブタジエンオリゴマーの側鎖に（メタ）
アクリレート基をもつ疎水性の高いポリブタジエン（メタ）アクリレート系オリゴマー、
主鎖にポリシロキサン結合をもつシリコーン（メタ）アクリレート系オリゴマー、小さな
分子内に多くの反応性基をもつアミノプラスト樹脂を変性したアミノプラスト樹脂（メタ
）アクリレート系オリゴマー、あるいはノボラック型エポキシ樹脂、ビスフェノール型エ
ポキシ樹脂、脂肪族ビニルエーテル、芳香族ビニルエーテル等の分子中にカチオン重合性
官能基を有するオリゴマー等がある。
【００６３】
　これらの重合性オリゴマーは、単独で、又は複数種を組み合わせて用いてもよい。耐候
性及び耐傷性、更には加工特性を向上させる観点から、ウレタン（メタ）アクリレートオ
リゴマー、エポキシ（メタ）アクリレートオリゴマー、ポリエステル（メタ）アクリレー
トオリゴマー、ポリエーテル（メタ）アクリレートオリゴマー、ポリカーボネート（メタ
）アクリレートオリゴマー、アクリル（メタ）アクリレートオリゴマーが好ましく、ウレ
タン（メタ）アクリレートオリゴマー、ポリカーボネート（メタ）アクリレートオリゴマ
ーがより好ましく、ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマーが更に好ましい。
【００６４】
　これらの重合性オリゴマーの官能基数は、耐候性及び耐傷性、更には加工特性を向上さ
せる観点から、２以上８以下のものが好ましく、上限としては、６以下がより好ましく、
４以下が更に好ましく、特に３以下が好ましい。
　また、これらの重合性オリゴマーの重量平均分子量は、２，５００以上７，５００以下
が好ましく、３，０００以上７，０００以下がより好ましく、３，５００以上６，０００
以下が更に好ましい。ここで、重量平均分子量は、ＧＰＣ分析によって測定され、かつ標
準ポリスチレンで換算された平均分子量である。本発明においては、このような重量平均
分子量を有し、かつ官能基数を有する重合性オリゴマーを用いることにより、表面保護層
だけでなく中間樹脂層中の紫外線吸収剤のブリードアウトを抑制し、より優れた耐候性を
得ることができ、更には適度な硬度を有する表面保護層となるため、耐傷性、加工特性を
向上させることができる。
【００６５】
　本発明においては、前記多官能性（メタ）アクリレート等とともに、その粘度を低下さ
せる等の目的で、単官能性（メタ）アクリレートを、本発明の目的を損なわない範囲で適
宜併用することができる。これらの単官能性（メタ）アクリレートは、単独で、又は複数
種を組み合わせて用いてもよい。
【００６６】



(16) JP 6957934 B2 2021.11.2

10

20

30

40

50

　本発明において、電離放射線硬化性樹脂としては、耐候性及び耐傷性、更には加工特性
を向上させる観点から、重合性オリゴマーを含むものであることが好ましい。電離放射線
硬化性樹脂中の重合性オリゴマーの含有量は、８０質量％以上が好ましく、９０質量％以
上がより好ましく、９５質量％以上が更に好ましく、１００質量％が特に好ましい。
【００６７】
　表面保護層は、紫外線吸収剤を含むことを要する。
　紫外線吸収剤としては、基材に用い得るものとして例示した紫外線吸収剤、例えば、ベ
ンゾトリアゾール系紫外線吸収剤、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、トリアジン系紫外線
吸収剤等が挙げられ、トリアジン系紫外線吸収剤の中でもヒドロキシフェニルトリアジン
系紫外線吸収剤がより好ましく、上記一般式（１）で示されるヒドロキシフェニルトリア
ジン系紫外線吸収剤が更に好ましい。ヒドロキシフェニルトリアジン系紫外線吸収剤は、
分岐構造を有するため、ブリードアウトしにくく、また表面保護層を構成する硬化性樹脂
組成物の硬化物による紫外線吸収剤の保持効果との相乗効果により、更にブリードアウト
しにくくなることが期待され、より長期的に優れた耐候性が得られる。
【００６８】
　また、本発明の化粧シートの耐候性を向上させる観点から、光安定剤を含むことが好ま
しい。光安定剤としては、ヒンダードアミン系光安定剤が好ましく、基材に用い得る光安
定剤として例示したヒンダードアミン系光安定剤を用いることができ、耐候性の観点から
、デカン二酸（セバシン酸）由来のヒンダードアミン系光安定剤が好ましい。
【００６９】
　これらの紫外線吸収剤、光安定剤は、単独で、又は複数種を組み合わせて用いることが
できる。また、紫外線吸収剤、光安定剤は、例えば、（メタ）アクリロイル基、ビニル基
、アリル基等のエチレン性二重結合を有する反応性官能基を有するものであってもよい。
【００７０】
　表面保護層中の紫外線吸収剤の含有量（Ｍ２）は、上記中間樹脂層中の紫外線吸収剤の
含有量（Ｍ１）より小さければ特に制限はないが、より優れた耐候性を得る観点から、表
面保護層を構成する樹脂１００質量部に対し、０．１質量部以上１０質量部以下が好まし
く、０．２質量部以上５質量部以下がより好ましく、０．３質量部以上３質量部以下が更
に好ましく、特に０．５質量部以上２質量部以下が好ましい。
　また、表面保護層中の光安定剤の含有量は、より優れた耐候性を得る観点から、表面保
護層を構成する樹脂１００質量部に対し、０．１質量部以上１０質量部以下が好ましく、
０．５質量部以上８質量部以下がより好ましく、１質量部以上５質量部以下が更に好まし
く、１．５質量部以上３質量部以下が特に好ましい。
【００７１】
　表面保護層には、添加剤として、本発明の目的を損なわない範囲で、上記の紫外線吸収
剤、光安定剤等の耐候剤の他、耐摩耗性向上剤、重合禁止剤、架橋剤、赤外線吸収剤、帯
電防止剤、接着性向上剤、レベリング剤、チクソ性付与剤、カップリング剤、可塑剤、消
泡剤、充填剤、ブロッキング防止剤、滑剤、溶剤、着色剤等を添加することができる。
　また、着色剤としては、上記の通り、白色顔料が含まれていることが好ましい。この場
合、表面保護層中の白色顔料の含有量は、表面保護層を構成する樹脂１００質量部に対し
、１質量部以上３０質量部以下が好ましく、３質量部以上２０質量部以下がより好ましく
、５質量部以上１０質量部以下が更に好ましい。
【００７２】
　本発明の化粧シートは、表面保護層のマルテンス硬度が９Ｎ／ｍｍ２以上２５Ｎ／ｍｍ
２以下であることが好ましい。マルテンス硬度が上記範囲内であると、化粧シートを曲げ
加工等の加工を施した際に表面保護層に微細なクラックが発生しにくくなり、長期かつ厳
しい環境下においても表面保護層中の紫外線吸収剤のブリードアウトが抑制され、更には
中間樹脂層等に含まれる紫外線吸収剤のブリードアウトも抑制される。そのため、優れた
耐候性とともに、優れた加工特性も得られる。また、マルテンス硬度が上記範囲内である
と、基材、表面保護層等に白色顔料が含まれる場合、白色顔料の耐候性への影響を低減す
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ることができ、優れた耐傷性も得られる。
【００７３】
　本発明において、マルテンス硬度の測定は、具体的には超微小硬度計を用いて測定され
る値であり、室温（２３℃）において、荷重を連続的に増加させながらピラミッド形状の
ダイヤモンド圧子をサンプル（表面保護層の面）に押し込み、表面にできたピラミッド形
のくぼみの対角線の長さからその表面積Ａ（ｍｍ２）を計算し、押込み深さが２μｍに到
達したときの試験荷重Ｆ（Ｎ）を表面積Ａで割ることにより算出される値である。なお、
超微小硬度計としては、例えば、微小硬さ試験機「ピコデンターＨＭ－５００」（フィッ
シャー・インスツルメント社製）等を用いればよい。
【００７４】
　耐候性、更には加工特性及び耐傷性を向上させる観点から、マルテンス硬度は１０Ｎ／
ｍｍ２以上２２Ｎ／ｍｍ２以下が好ましく、１２Ｎ／ｍｍ２以上２０Ｎ／ｍｍ２以下がよ
り好ましい。
【００７５】
　マルテンス硬度は、主に基材、表面保護層の諸構成により調整することが可能であり、
例えば、上記の基材及び表面保護層の材料、厚さ等の諸構成より任意に選択することで、
マルテンス硬度を上記範囲内とすることが可能である。
【００７６】
　表面保護層の厚さは、耐候性、更には加工特性及び耐傷性を向上させる観点から、１．
５μｍ以上２０μｍ以下が好ましく、２μｍ以上１５μｍ以下がより好ましく、３μｍ以
上１０μｍ以下が更に好ましい。
【００７７】
（装飾層）
　本発明の化粧シートは、意匠性を向上させる観点から、装飾層を有することが好ましい
。装飾層は、基材と表面保護層との間であれば特に制限はないが、装飾層を保護する観点
から、基材と中間樹脂層との間に設けられることが好ましい。
　装飾層は、例えば、全面を被覆する着色層（いわゆるベタ着色層）であってもよいし、
種々の模様をインキと印刷機を使用して印刷することにより形成される絵柄層であっても
よいし、またこれらを組み合わせたものであってもよい。例えば、被着材の地色を着色隠
蔽する場合には、ベタ着色層とすることで、着色隠蔽しつつ、意匠性を向上させることが
できるし、更に意匠性を向上させる観点から、ベタ着色層と絵柄層とを組み合わせてもよ
いし、一方、被着材の地模様を生かす場合は、ベタ着色層とせずに絵柄層のみを設ければ
よい。
【００７８】
　装飾層に用いられるインキとしては、バインダーに顔料、染料等の着色剤、体質顔料、
溶剤、安定剤、可塑剤、触媒、硬化剤、紫外線吸収剤、光安定剤等を適宜混合したものが
使用される。
　バインダーとしては特に制限はなく、例えば、ウレタン樹脂、アクリルポリオール樹脂
、アクリル樹脂、エステル樹脂、アミド樹脂、ブチラール樹脂、スチレン樹脂、ウレタン
－アクリル共重合体、ポリカーボネート系ウレタン－アクリル共重合体（ポリマー主鎖に
カーボネート結合を有し、末端、側鎖に２個以上の水酸基を有する重合体（ポリカーボネ
ートポリオール）由来のウレタン－アクリル共重合体）、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合
体樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニル－アクリル共重合体樹脂、塩素化プロピレン樹脂、ニト
ロセルロース樹脂、酢酸セルロース樹脂等の樹脂が好ましく挙げられ、これらを単独で、
又は複数種を組み合わせて用いることができる。また、１液硬化型の他、例えば、トリレ
ンジイソシアネート（ＴＤＩ）、ジフェニルメタンジイソシアネート（ＭＤＩ）、ヘキサ
メチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）、イソホロンジイソシアネート（ＩＰＩＤ）、キシ
リレンジイソシアネート（ＸＤＩ）等のイソシアネート化合物等の硬化剤を伴う２液硬化
型など、種々のタイプの樹脂を用いることができる。
【００７９】
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　着色剤としては、被着材の地色を着色隠蔽し、かつ意匠性を向上させる観点から、上記
の基材に用いられる着色剤として例示した白色顔料が好ましく用いられる。装飾層中の白
色顔料の含有量は、装飾層を構成する樹脂１００質量部に対して、５質量部以上９０質量
部以下が好ましく、１５質量部以上８０質量部以下がより好ましく、３０質量部以上７０
質量部以下が更に好ましい。
【００８０】
　また、白色顔料以外の着色剤、例えば、鉄黒、黄鉛、チタン黄、弁柄、カドミウム赤、
群青、コバルトブルー等の無機顔料；キナクリドンレッド、イソインドリノンイエロー、
フタロシアニンブルー等の有機顔料又は染料；アルミニウム、真鍮等の鱗片状箔片からな
る金属顔料；二酸化チタン被覆雲母、塩基性炭酸鉛等の鱗片状箔片からなる真珠光沢（パ
ール）顔料等の着色剤を用いることもできる。
【００８１】
　装飾層は、耐候性を向上させる観点から、紫外線吸収剤、光安定剤等の耐候剤を含むこ
とが好ましく、光安定剤を含むことがより好ましい。
　紫外線吸収剤、光安定剤としては、上記基材、中間樹脂層、表面保護層に含まれ得るも
のとして例示した、紫外線吸収剤、光安定剤を挙げることができる。紫外線吸収剤の含有
量は、耐候性の向上の観点から、表面保護層中の含有量と同じ範囲を例示することができ
る。また、表面保護層中の光安定剤の含有量は、表面保護層を構成する樹脂１００質量部
に対し、０．１質量部以上１０質量部以下が好ましく、０．２質量部以上５質量部以下が
より好ましく、０．３質量部以上３質量部以下が更に好ましく、特に０．５質量部以上２
質量部以下が好ましい。
【００８２】
　装飾層として絵柄層を有する場合、その模様としては、木目模様、大理石模様（例えば
トラバーチン大理石模様）等の岩石の表面を模した石目模様、布目や布状の模様を模した
布地模様、タイル貼模様、煉瓦積模様等があり、これらを複合した寄木、パッチワーク等
の模様もある。これらの模様は通常の黄色、赤色、青色、および黒色のプロセスカラーに
よる多色印刷によって形成される他、模様を構成する個々の色の版を用意して行う特色に
よる多色印刷等によっても形成される。
【００８３】
　装飾層の厚さは、所望の絵柄に応じて適宜選択すればよいが、被着材の地色を着色隠蔽
し、かつ意匠性を向上させる観点から、０．５μｍ以上２０μｍ以下が好ましく、１μｍ
以上１０μｍ以下がより好ましく、２μｍ以上５μｍ以下が更に好ましい。
【００８４】
（裏面プライマー層）
　本発明の化粧シートは、基材の表面保護層側とは反対側の面に、プライマー層（「裏面
プライマー層」とも称する。）を有することが好ましい。基材と被着材との層間密着性の
向上効果が得られる。また、基材が白色顔料を含む場合、白色顔料の被着材への影響を抑
制する効果が得られ、化粧シート及び化粧材について、優れた耐候性が得られる。なお、
この裏面プライマーは、上記のプライマー層とは異なり、中間樹脂層に含まれ得る層では
ない。
【００８５】
　裏面プライマー層は、上記プライマー層を構成する樹脂組成物を用いて形成すればよく
、紫外線吸収剤、光安定剤等の耐候剤を含んでいてもよい。
　裏面プライマー層の厚さは、層間密着性の向上、白色顔料による被着材への影響を抑制
する観点から、１μｍ以上１０μｍ以下が好ましく、２μｍ以上８μｍ以下がより好まし
く、３μｍ以上６μｍ以下が更に好ましい。
【００８６】
（接着層）
　本発明の化粧シートは、必要に応じて接着層を有することができる。特に、本発明の化
粧シートが中間樹脂層として樹脂層を有する場合、該樹脂層と装飾層との層間密着性を向
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上させるため、接着層を設けることは有効である。接着層を構成する接着剤としては、通
常化粧シートで用いられる接着剤を制限なく用いることができる。
【００８７】
　接着剤としては、例えば、ウレタン系接着剤、アクリル系接着剤、エポキシ系接着剤、
ゴム系接着剤等が挙げられ、なかでも、ウレタン系接着剤が接着力の点で好ましい。なお
、ウレタン系接着剤としては、例えば、ポリエーテルポリオール、ポリエステルポリオー
ル、アクリルポリオール等の各種ポリオール化合物と、上記の各種イソシアネート化合物
等の硬化剤とを含む２液硬化型ウレタン樹脂を利用した接着剤が挙げられる。また、アク
リル－ポリエステル－塩酢ビ系樹脂等も加熱により容易に接着性を発現し、高温での使用
でも接着強度を維持し得る好適な接着剤である。
【００８８】
　接着層の厚さは、十分な接着性が得られる観点から、０．１μｍ以上３０μｍ以下が好
ましく、１μｍ以上１５μｍ以下がより好ましく、２μｍ以上１０μｍ以下が更に好まし
い。
【００８９】
（凹部）
　本発明の化粧シートは、表面保護層の基材側の面とは反対側の面（「表面側の面」とも
称される。）に凹部を有することが好ましい。本発明の化粧シートは凹部を有することで
、質感（触感）の向上に伴う高級感が得られ、意匠性が向上する。
【００９０】
　凹部は、図２に示されるように、表面保護層の基材側とは反対側の面に存在していれば
よく、凹部の深さは表面保護層内に留まるものであってもよいし、また基材まで至るもの
があってもよい。優れた質感（触感）を得る観点から、表面保護層内に留まるものだけで
なく、中間樹脂層まで至るもの、装飾層まで至るもの、基材まで至るものが組み合わされ
ていることが好ましい。
【００９１】
　凹部の最大深さＤと化粧シートの総厚さＴとは、意匠性を向上させる観点から、０．１
５×Ｔ≦Ｄ≦Ｔの関係を有することが好ましい、すなわち、凹部の深さＤと化粧シートの
総厚Ｔとの比率Ｄ／Ｔが、０．１５以上１以下が好ましい。また、これと同様の観点から
、凹部の深さＤと化粧シートの総厚さＴとの関係は、０．２×Ｔ≦Ｄ≦０．９×Ｔがより
好ましく、０．２５×Ｔ≦Ｄ≦０．８×Ｔが更に好ましい。すなわち、凹部の深さＤと化
粧シートの総厚Ｔとの比率Ｄ／Ｔは０．２以上０．９以下が好ましく、０．２５以上０．
８以下が更に好ましい。
【００９２】
　また、凹部の最大深さは、化粧シートの総厚さＴに応じて相対的に変わり得るが、より
具体的な深さとしては、１０μｍ以上１２０μｍ以下が好ましく、２０μｍ以上１１０μ
ｍ以下がより好ましく、３０μｍ以上１００μｍ以下が更に好ましい。このような最大深
さを有することで、凹部の加工、例えばエンボス加工の際に化粧シートが破断してしまう
ことがなく、凹部が潰れたように仕上がってしまうこともなく、質感（触感）の向上に伴
う高級感が得られ、意匠性が向上する。
【００９３】
　ここで、凹部の最大深さＤの測定は、任意の３０点の凹形状について、該凹部の最下点
から表面保護層の表面までの高さを、表面粗さ形状測定機を用いて、カットオフ値：２．
５０ｍｍ、カットオフフィルタの種類：２ＲＣ、傾斜補正方法：直線の測定条件で測定し
、最も深いものを最大深さとした。
【００９４】
　凹部の模様としては、例えば木目板導管溝、石板表面凹凸、布表面テクスチャア、梨地
、砂目、ヘアライン、万線条溝等がある。意匠性を向上させる観点から、凹部の模様は、
装飾層の絵柄と同調させた模様であることが好ましい。例えば、絵柄層が木目模様の場合
は、凹部の模様として木目板導管溝を選択し、かつ絵柄層の木目と凹部の木目とを同調さ
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せると、よりリアルで質感に溢れた、高級感のある化粧シート、化粧材が得られる。
【００９５】
（化粧シートの製造方法）
　本発明の化粧シートの製造方法について、本発明の化粧シートとして好ましい態様の一
つである、裏面プライマー層、基材、装飾層、接着層、中間樹脂層（樹脂層及びプライマ
ー層）、及び表面保護層を順に有する化粧シートを例にとって、その製造方法を説明する
。
　本発明の化粧シートは、例えば、基材に装飾層を設ける工程（１）、該装飾層上に樹脂
層を設ける工程（２）、及び該樹脂層上に硬化性樹脂組成物を塗布し、硬化させて表面保
護層を形成する工程（３）を順に経ることにより製造することができる。
【００９６】
　工程（１）は、基材上に装飾層を設ける工程である。装飾層は、基材上に装飾層の形成
に用いられるインキを塗布して所望の着色層、絵柄層を設けることにより形成される。該
インキの塗布は、グラビア印刷法、バーコート法、ロールコート法、リバースロールコー
ト法、コンマコート法等の公知の方式、好ましくはグラビア印刷法により行う。
【００９７】
　また、基材に表面処理を施す場合は、装飾層を形成する場合であって、基材と装飾層と
の間にプライマー層を設ける場合、装飾層の形成前に設ければよく、また基材の装飾層側
とは反対側の面（裏面）に裏面プライマー層を設ける場合は、装飾層の形成後に設けても
よい。プライマー層の形成は、プライマー層を構成する樹脂組成物を、例えば、グラビア
印刷法、バーコート法、ロールコート法、リバースロールコート法、コンマコート法等の
公知の方式で塗布して形成することができる。
【００９８】
　工程（２）は、装飾層上に樹脂層を設ける工程である。樹脂層は、上記の装飾層を有す
る基材に必要に応じて接着剤を塗布して接着層を形成した後に、樹脂層を構成する樹脂組
成物を用いて、樹脂層を押出ラミネーション、ドライラミネーション、ウエットラミネー
ション、サーマルラミネーション等の方法により接着及び圧着させて積層して形成するこ
とができる。
【００９９】
　樹脂層に表面処理を施す場合は、樹脂層を設けた後に表面処理を行えばよい。
　また、樹脂層と表面保護層との間にプライマー層を設ける場合、樹脂層を設けた後にプ
ライマー層を構成する樹脂組成物を用いてプライマー層を設ければよい。
【０１００】
　工程（３）は、樹脂層上に硬化性樹脂組成物を塗布し、硬化させて表面保護層を形成す
る工程である。
　表面保護層は、上記の電離放射線硬化性樹脂を含む電離放射線硬化性樹脂組成物を、樹
脂層あるいは該樹脂層上に所望に応じて設けられたプライマー層の上に塗布し、硬化させ
て得られる。なお、樹脂層を設けない場合は、基材シートに装飾層を設けた後、硬化性樹
脂組成物を塗布し、硬化させて表面保護層を形成すればよい。
【０１０１】
　表面保護層を形成するための、樹脂組成物の塗布は、硬化後の厚さが所定の厚さとなる
ように、好ましくはグラビアコート、バーコート、ロールコート、リバースロールコート
、コンマコート等の公知の方式により、より好ましくはグラビアコートにより行う。
【０１０２】
　表面保護層の形成に電離放射線樹脂組成物を用いる場合、該樹脂組成物の塗布により形
成した未硬化樹脂層は、電子線、紫外線等の電離放射線を照射して硬化物とすることで、
表面保護層となる。ここで、電離放射線として電子線を用いる場合、その加速電圧につい
ては、用いる樹脂や層の厚みに応じて適宜選定し得るが、通常加速電圧７０～３００ｋＶ
程度で未硬化樹脂層を硬化させることが好ましい。
【０１０３】



(21) JP 6957934 B2 2021.11.2

10

20

30

40

50

　照射線量は、電離放射線硬化性樹脂の架橋密度が飽和する量が好ましく、通常５～３０
０ｋＧｙ（０．５～３０Ｍｒａｄ）、好ましくは１０～５０ｋＧｙ（１～５Ｍｒａｄ）の
範囲で選定される。
　電子線源としては、特に制限はなく、例えばコックロフトワルトン型、バンデグラフト
型、共振変圧器型、絶縁コア変圧器型、あるいは直線型、ダイナミトロン型、高周波型等
の各種電子線加速器を用いることができる。
　また、電離放射線として紫外線を用いる場合には、波長１９０～３８０ｎｍの紫外線を
含むものを放射する。紫外線源としては特に制限はなく、例えば高圧水銀燈、低圧水銀燈
、メタルハライドランプ、カーボンアーク燈等が用いられる。
【０１０４】
　表面保護層の形成に熱硬化性樹脂組成物を用いる場合は、使用する樹脂組成物に応じた
熱処理を施して、硬化させて表面保護層を形成すればよい。
【０１０５】
　表面保護層に凹部を形成する場合、例えば、作業の容易さを考慮すると、エンボス加工
を採用することが好ましい。エンボス加工は、公知の枚葉又は輪転式のエンボス機を使用
する通常の方法により行えばよい。
　エンボス加工を行う場合、例えば、化粧シートを好ましくは８０℃以上２６０℃以下、
より好ましくは８５℃以上１６０℃以下、更に好ましくは１００℃以上１４０℃以下に加
熱し、化粧シートにエンボス版を押圧して、エンボス加工を行うことができる。
【０１０６】
〔化粧材〕
　本発明の化粧材は、被着材と上記の本発明の化粧シートとを有するものであり、具体的
には、被着材の装飾を要する面と、化粧シートの基材側の面とを対向させて積層したもの
である。すなわち、本発明の化粧材は、少なくとも、被着材、基材、及び表面保護層を順
に有するものである。図３に、本発明の化粧材の好ましい態様の一例の断面を示す模式図
を示す。図３に示される本発明の化粧材２０は、被着材２１、接着剤層２２、及び本発明
の化粧シート１０を順に有する。
【０１０７】
（被着材）
　被着材としては、各種素材の平板、曲面板等の板材、立体形状物品、シート（或いはフ
ィルム）等が挙げられる。例えば、杉、檜、松、ラワン等の各種木材からなる木材単板、
木材合板、パーティクルボード、ＭＤＦ（中密度繊維板）等の木質繊維板等の板材や立体
形状物品等として用いられる木質部材；鉄、アルミニウム等の板材や鋼板、立体形状物品
、あるいはシート等として用いられる金属部材；ガラス、陶磁器等のセラミックス、石膏
等の非セメント窯業系材料、ＡＬＣ（軽量気泡コンクリート）板等の非陶磁器窯業系材料
等の板材や立体形状物品等として用いられる窯業部材；アクリル樹脂、ポリエステル樹脂
、ポリスチレン樹脂、ポリプロピレン等のポリオレフィン樹脂、ＡＢＳ（アクリロニトリ
ル－ブタジエン－スチレン共重合体）樹脂、フェノール樹脂、塩化ビニル樹脂、セルロー
ス樹脂、ゴム等の板材、立体形状物品、あるいはシート等として用いられる樹脂部材等が
挙げられる。また、これらの部材は、単独で、又は複数種を組み合わせて用いることがで
きる。
【０１０８】
　被着材は、上記のなかから用途に応じて適宜選択すればよく、壁、天井、床等の建築物
の内装材、窓枠、扉、手すり、幅木、廻り縁、モール等の建具又は造作部材を用途とする
場合は、木質部材、金属部材及び樹脂部材から選ばれる少なくとも一種の部材からなるも
のが好ましく、玄関ドア等の外装用部材、窓枠、扉等の建具を用途とする場合は、金属部
材及び樹脂部材から選ばれる少なくとも一種の部材からなるものが好ましい。
【０１０９】
　被着材の厚さは、用途及び材料に応じて適宜選択すればよく、０．１ｍｍ以上１０ｍｍ
以下が好ましく、０．３ｍｍ以上５ｍｍがより好ましく、０．５ｍｍ以上３ｍｍ以下が更
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に好ましい。
【０１１０】
（接着剤層）
　被着材と化粧シートとは、優れた接着性を得るため、接着剤層を介して貼り合わせられ
ることが好ましい。すなわち、本発明の化粧材は、少なくとも被着材、接着剤層、基材、
及び表面保護層を順に有する部材であることが好ましい。
【０１１１】
　接着剤層に用いられる接着剤としては、特に限定されず、公知の接着剤を使用すること
ができ、例えば、感熱接着剤、感圧接着剤等の接着剤が好ましく挙げられる。この接着剤
層を構成する接着剤に用いられる樹脂としては、例えば、アクリル樹脂、ポリウレタン樹
脂、塩化ビニル樹脂、酢酸ビニル樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合樹脂、スチレン－
アクリル共重合樹脂、ポリエステル樹脂、ポリアミド樹脂等が挙げられ、これらを単独で
、又は複数種を組み合わせて用いることができる。また、イソシアネート化合物等を硬化
剤とする２液硬化型のポリウレタン系接着剤、ポリエステル系接着剤も適用し得る。
　また、接着剤層には、粘着剤を用いることもできる。粘着剤としては、アクリル系、ウ
レタン系、シリコーン系、ゴム系等の粘着剤を適宜選択して用いることができる。
【０１１２】
　接着剤層は、上記の樹脂を溶液、あるいはエマルジョン等の塗布可能な形態にしたもの
を、グラビア印刷法、スクリーン印刷法またはグラビア版を用いたリバースコーティング
法等の手段により塗布、乾燥して形成することができる。
　接着剤層の厚さは特に制限はないが、優れた接着性を得る観点から、１μｍ以上１００
μｍ以下が好ましく、５μｍ以上５０μｍ以下がより好ましく、１０μｍ以上３０μｍ以
下が更に好ましい。
【０１１３】
（化粧材の製造方法）
　化粧材は、化粧シートと被着材とを積層する工程を経て製造することができる。
　本工程は、被着材と、本発明の化粧シートとを積層する工程であり、被着材の装飾を要
する面と、化粧シートの基材側の面とを対向させて積層する。被着材と化粧シートとの積
層する方法としては、例えば、接着剤を間に介して化粧シートを板状の被着材に加圧ロー
ラーで加圧して積層するラミネート方法、接着剤を間に介して化粧シートを供給しつつ、
複数の向きの異なるローラーにより、被着材を構成する複数の側面に順次化粧シートを加
圧接着して積層していくラッピング加工、また、固定枠に固定した化粧シートが軟化する
所定の温度になるまでシリコーンゴムシートを介してヒーターで加熱し、加熱され軟化し
た化粧シートに真空成形金型を押し付け、同時に真空成形金型から真空ポンプ等で空気を
吸引し化粧シートを真空成形金型に密着させる真空成形加工等が好ましく挙げられる。
【０１１４】
　ラミネート加工やラッピング加工において、ホットメルト接着剤（感熱接着剤）を用い
る場合、接着剤を構成する樹脂の種類にもよるが、加温温度は１６０℃以上２００℃以下
が好ましく、反応性ホットメルト接着剤では１００℃以上１３０℃以下が好ましい。また
、真空成形加工の場合は加熱しながら行うことが一般的であり、８０℃以上１３０℃以下
が好ましく、より好ましくは９０℃以上１２０℃以下である。
【０１１５】
　以上のようにして得られる化粧材は、任意切断し、表面や木口部にルーター、カッター
等の切削加工機を用いて溝加工、面取加工等の任意加飾を施すことができる。また、化粧
シートを鋼板等に貼着した後、Ｖカット加工、ラッピング加工等の曲げ加工を施すことも
できる。そして種々の用途、例えば、壁、天井、床等の建築物の内装材又は外装用部材、
窓枠、扉、手すり、幅木、廻り縁、モール等の建具又は造作部材の他、キッチン、家具又
は弱電製品、ＯＡ機器等のキャビネットの表面化粧板、車両の内装材又は外装用部材等に
用いることができる。
【実施例】
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【０１１６】
　次に、本発明を実施例により、さらに詳細に説明するが、本発明は、この例によってな
んら限定されるものではない。
（評価及び測定方法）
（１）耐候性の評価
　各実施例及び比較例で得られた化粧材について、サンシャインウェザーメーター（「Ｗ
ＥＬ－３００」、スガ試験機株式会社製）を用いて、ブラックパネル温度６３℃、１２０
分中１８分降雨の条件下で６０００時間放置する耐候試験を行った。耐候試験後の化粧材
の外観を目視で観察し、以下の基準で評価した。なお、本明細書において、表中に以下基
準とともに、「＋」が記載される場合、「＋」は「より優れているが、一段階上の評価に
は至らない」ことを示すものとする。例えば、「Ｂ＋」であれば、「Ｂ」よりも優れてい
るが、「Ａ」には至らないことを示す。
　Ａ：外観変化は確認されなかった。
　Ｂ：極軽微な色調変化は確認された。
　Ｃ：軽微な色調変化が確認された。
　Ｄ：顕著な色調変化、各層間の浮き、割れの少なくともいずれかが確認された。
（２）耐傷性の評価
　各実施例及び比較例で得られた化粧シートについて、その表面に対して、スチールウー
ル（「ボンスター＃００００」、日本スチールウール株式会社製）を用いて、３００ｇ／
ｍ２の荷重で１０往復させて、ラビング試験を行った。試験後の表面の状態を目視で観察
し、以下の基準で評価した。
　Ａ：傷付きがなく、艶の変化が確認されなかった。
　Ｂ：極軽微な傷付き、及び極軽微な艶の変化が確認された。
　Ｃ：軽微な傷付き、及び軽微な艶の変化が確認された。
　Ｄ：傷付きが確認され、著しい艶変化が確認された。
（３）加工特性（ラッピング加工）の評価
　各実施例及び比較例で得られた化粧材について、角部（曲げ部）の状態を目視で観察し
、以下の基準で評価した。
　Ａ：角部（曲げ部）において、外観変化は確認されなかった。
　Ｂ：角部（曲げ部）において、軽微な白化は確認されたが、クラックは確認されなかっ
た。
　Ｃ：角部（曲げ部）において、軽微な白化及びクラックが確認された。
　Ｄ：角部（曲げ部）において、著しい白化及びクラックが確認された。
（４）意匠性の評価
　各実施例及び比較例で得られた化粧材について、意匠性を以下の基準で評価した。
　Ａ：凹部による優れた質感による、高い意匠性が確認された。
　Ｂ：凹部による質感による、十分な意匠性が確認された。
　Ｃ：凹部による質感が少ないが、意匠性が確認された。
　Ｄ：凹部による質感がなく、意匠性が低かった。
（５）マルテンス硬度の測定
　各実施例及び比較例で得られた化粧シートについて、マルテンス硬度を以下の方法によ
り測定した。
　超微小硬度計（微小硬さ試験機、「ピコデンターＨＭ－５００」、フィッシャー・イン
スツルメント社製）を用いて、室温（２３℃）において、荷重を連続的に増加させながら
ピラミッド形状のダイヤモンド圧子をサンプル（表面保護層の面）に押し込み、押込み深
さが２μｍに到達したときの試験荷重Ｆ（Ｎ）を測定し、表面にできたピラミッド形のく
ぼみの対角線の長さからその表面積Ａ（ｍｍ２）を計算し、試験荷重Ｆ（Ｎ）を表面積Ａ
で割ることにより、マルテンス硬度を算出した。
【０１１７】
実施例１
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　両面コロナ放電処理を施したポリプロピレン樹脂シート（厚さ：６０μｍ、白色の着色
樹脂シート（白色顔料：ルチル型酸化チタン（平均粒径：０．２５μｍ）、含有量：１０
質量％））を基材とし、該基材の一方の面に２液硬化型アクリル－ウレタン樹脂をバイン
ダーとする印刷インキ（白色顔料としてルチル型酸化チタン（平均粒径：０．２５μｍ）
を４０質量％含有）をグラビア印刷法で塗布して木目模様の装飾層（厚さ：３μｍ）を設
け、他方の面に２液硬化型ウレタン－硝化綿混合樹脂組成物を塗布して裏面プライマー層
（厚さ：２μｍ）を形成した。
　装飾層の上に、透明のポリウレタン樹脂系接着剤を塗布して接着層（乾燥後の厚さ：３
μｍ）を形成し、透明なポリプロピレン樹脂をＴダイ押出機により加熱溶融押出しして、
透明な樹脂層（厚さ：８０μｍ）を形成した。
　次いで、樹脂層の表面にコロナ放電処理を施した後、下記のプライマー層形成用樹脂組
成物１００質量部と、ヘキサメチレンジイソシアネート（硬化剤）５質量部とを混合した
組成物を、グラビア印刷法で塗布してプライマー層（乾燥後の厚さ：４μｍ）を形成した
。
　さらに、プライマー層上に、下記の電離放射線硬化性樹脂組成物をロールコート法によ
り塗布して未硬化樹脂層を形成し、電子線（加圧電圧：１７５ＫｅＶ、５Ｍｒａｄ（５０
ｋＧｙ））を照射して未硬化樹脂層を硬化させて、表面保護層（厚さ：５μｍ）を得た。
その後、表面保護層側からエンボス加工を施して、最大深さ５０μｍの凹部を有する木目
導管模様を形成し、化粧シートを得た。
【０１１８】
　得られた化粧シートの基材に、ポリウレタン系感熱接着剤（ホットメルト接着剤、「Ｐ
ＵＲ７０４」、株式会社クライベリットジャパン製）を塗布して接着剤層（厚さ：２０μ
ｍ）を形成し、接着剤層が固化する前に、断面形状がＬ字型の被着材（材質；塩化ビニル
）に化粧シートを追従させるようにして、被着材と化粧シートとを貼着し、化粧材を作製
した。得られた化粧シート、及び化粧部材について、上記の評価を行い、その評価結果を
第１表に示す。
【０１１９】
（プライマー層形成用樹脂組成物）
バインダー：ポリカーボネート系ウレタン－アクリル共重合体及びアクリルポリオール樹
脂の混合物
紫外線吸収剤Ａ：上記一般式（２）で示されるヒドロキシフェニルトリアジン化合物（「
ＴＩＮＵＶＩＮ４７９」、ＢＡＳＦ社製）３質量％（上記樹脂の混合物１００質量部に対
して３．７質量部）
紫外線吸収剤Ｂ：下記一般式（３）で示されるヒドロキシフェニルトリアジン化合物（「
ＴＩＮＵＶＩＮ４００」、ＢＡＳＦ社製）１２質量％（上記樹脂の混合物１００質量部に
対して１４．６質量部）
【０１２０】
【化３】

【０１２１】
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光安定剤ａ：ヒンダードアミン光安定剤（ビス（１－オクチルオシキ－２，２，６，６－
テトラメチル－４－ピペリジニル)セバケート、「ＴＩＮＵＶＩＮ１２３」、ＢＡＳＦ社
製）３質量％
（電離放射線硬化性樹脂組成物）
電離放射線硬化性樹脂Ａ：ウレタンアクリレートオリゴマー（重量平均分子量：４，００
０、官能基数：３）
紫外線吸収剤Ａ：上記一般式（２）で示されるヒドロキシフェニルトリアジン化合物（「
ＴＩＮＵＶＩＮ４７９」，ＢＡＳＦ社製）１質量％（上記樹脂の混合物１００質量部に対
して１．０質量部）
光安定剤ａ：ヒンダードアミン光安定剤（ビス（１－オクチルオシキ－２，２，６，６－
テトラメチル－４－ピペリジニル)セバケート、「ＴＩＮＵＶＩＮ１２３」、ＢＡＳＦ社
製）２質量％
【０１２２】
実施例２、３
　実施例１において、電離放射線硬化性樹脂組成物中の電離放射線硬化性樹脂を下記の電
離放射線硬化性樹脂Ｂ、Ｃとした以外は、実施例１と同様にして、実施例２、３の化粧シ
ート及び化粧材を作製した。得られた化粧シート、及び化粧部材について、上記の評価を
行い、その評価結果を第１表に示す。
　電離放射線硬化性樹脂Ｂ：ウレタンアクリレートオリゴマー（重量平均分子量：７，０
００、官能基数：３）
　電離放射線硬化性樹脂Ｃ：ウレタンアクリレートオリゴマー（重量平均分子量：３，０
００、官能基数：３）
【０１２３】
実施例４
　実施例１において、基材に上記の光安定剤ａ（ヒンダードアミン光安定剤（ビス（１－
オクチルオシキ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル)セバケート、「Ｔ
ＩＮＵＶＩＮ１２３」、ＢＡＳＦ社製））を１質量％含有させた以外は、実施例１と同様
にして化粧シート及び化粧材を作製した。得られた化粧シート、及び化粧部材について、
上記の評価を行い、その評価結果を第１表に示す。
【０１２４】
実施例５
　実施例１において、装飾層の形成に用いる印刷インキに、上記の光安定剤ａ（ヒンダー
ドアミン光安定剤（ビス（１－オクチルオシキ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピ
ペリジニル)セバケート、「ＴＩＮＵＶＩＮ１２３」、ＢＡＳＦ社製））を１質量％含有
させた以外は、実施例１と同様にして化粧シート及び化粧材を作製した。得られた化粧シ
ート、及び化粧部材について、上記の評価を行い、その評価結果を第１表に示す。
【０１２５】
実施例６
　実施例１において、基材及び装飾層の形成に用いる印刷インキに、上記光安定剤ａ（ヒ
ンダードアミン光安定剤（ビス（１－オクチルオシキ－２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジニル)セバケート、「ＴＩＮＵＶＩＮ１２３」、ＢＡＳＦ社製））を１質量
％含有させた以外は、実施例１と同様にして化粧シート及び化粧材を作製した。得られた
化粧シート、及び化粧部材について、上記の評価を行い、その評価結果を第１表に示す。
【０１２６】
実施例７
　実施例１において、プライマー層形成用樹脂組成物を、光安定剤ａを含まない樹脂組成
物に代え、凹部の最大深さが１４０μｍのエンボス加工を施した以外は、実施例１と同様
にして化粧シート及び化粧材を作製した。得られた化粧シート、及び化粧部材について、
上記の評価を行い、その評価結果を第１表に示す。
【０１２７】
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実施例８
　実施例１において、電離放射線硬化性樹脂組成物中の紫外線吸収剤Ａを紫外線吸収剤Ｃ
（ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤、２－（５－クロロ－ベンゾトリアゾリル）－６－
ｔｅｒｔ－ブチル－ｐ－クレゾール、「ＴＩＮＵＶＩＮ３２６」、ＢＡＳＦ社製）とした
以外は、実施例１と同様にして、実施例８の化粧シート及び化粧材を作製した。得られた
化粧シート、及び化粧部材について、上記の評価を行い、その評価結果を第１表に示す。
【０１２８】
実施例９
　実施例１において、凹部の最大深さが１０μｍのエンボス加工を施した以外は、実施例
１と同様にして化粧シート及び化粧材を作製した。得られた化粧シート、及び化粧部材に
ついて、上記の評価を行い、その評価結果を第１表に示す。
【０１２９】
実施例１０
　実施例１において、プライマー層形成用樹脂組成物中の紫外線吸収剤Ａ及びＢの含有量
３質量％及び１２質量％を各々３．１質量％及び６．９質量％とし（樹脂１００質量部に
対して、各々３．６質量部、７．９質量部で合計１１．５質量部）、電離放射線硬化性樹
脂組成物中の紫外線吸収剤Ａの含有量１質量％を７．１質量％とした（電離放射線硬化性
樹脂１００質量部に対して７．８質量部）以外は、実施例１と同様にして化粧シート及び
化粧材を作製した。得られた化粧シート、及び化粧部材について、上記の評価を行い、そ
の評価結果を第１表に示す。
【０１３０】
実施例１１
　実施例１において、ポリプロピレン樹脂１００質量部に対して、上記紫外線吸収剤Ａを
３質量部添加した以外は、実施例１と同様にして化粧シート及び化粧材を作製した。得ら
れた化粧シート、及び化粧部材について、上記の評価を行い、その評価結果を第１表に示
す。
【０１３１】
比較例１
　実施例１において、電離放射線硬化性樹脂組成物中の紫外線吸収剤Ａを除いた以外は、
実施例１と同様にして化粧シート及び化粧材を作製した。得られた化粧シート、及び化粧
部材について、上記の評価を行い、その評価結果を第１表に示す。
【０１３２】
比較例２
　実施例１において、
プライマー層形成用樹脂組成物の紫外線吸収剤Ａ及びＢの含有量をいずれも１質量％とし
（樹脂１００質量部に対して、各々１．１質量部、１．１質量部で合計２．２質量部）、
電離放射線硬化性樹脂組成物中の紫外線吸収剤Ａの含有量を１５質量％とした（樹脂１０
０質量部に対して、１８．１質量部）以外は、実施例１と同様にして化粧シート及び化粧
材を作製した。得られた化粧シート、及び化粧部材について、上記の評価を行い、その評
価結果を第１表に示す。
【０１３３】
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【表１】

【０１３４】
　実施例１～１１の結果から、本発明の化粧シート、該化粧シートを用いた化粧材は耐候
性に優れるものであることが確認された。また、耐傷性、加工特性、及び意匠性にも優れ
ていることが確認された。実施例１と１０との対比から、化粧シート中に含まれる紫外線
吸収剤の含有量が同じである場合、中間樹脂層中に含まれる紫外線吸収剤の含有量がより
多い実施例１の方が、耐候性に優れていることが確認された。また、実施例１と１１との
対比から、中間樹脂層における樹脂層中に紫外線吸収剤を含有させることにより、より優
れた耐候性が得られることが確認された。
　実施例８では電離放射線硬化性樹脂組成物中の紫外線吸収剤をベンゾトリアゾール系紫
外線吸収剤としたが、他の実施例との対比により、ヒドロキシフェニルトリアジン化合物
、特に、一般式（２）で示される特定のヒドロキシフェニルトリアジン化合物を用いると
、より優れた耐候性が得られることが確認された。
　また、凹部最大深さ（Ｄ）について、５０μｍ（凹部最大深さ（Ｄ）は、化粧シート厚
さ（Ｔ）と（Ｄ）＝０．３２×（Ｔ）（（Ｄ）／（Ｔ）＝０．３２）の関係を有する。）
とした実施例１～６の化粧シート、及び１４０μｍ（（Ｄ）＝０．９０×（Ｔ）、（Ｄ）
／（Ｔ）＝０．９０）とした実施例７の化粧シートは、実施例９の１０μｍ（（Ｄ）＝０
．０６×（Ｔ）、（Ｄ）／（Ｔ）＝０．０６）としたものよりも、豊かな質感が得られ、
意匠性に優れるものであることが確認された。
【０１３５】
　一方、表面保護層中に紫外線吸収剤を含まない比較例１の化粧シートは、耐候性が得ら
れず、またプライマー層中の紫外線吸収剤の含有量が表面保護層中の紫外線吸収剤の含有
量よりも小さい比較例２の化粧シートも、耐候性が得られなかった。
【産業上の利用可能性】
【０１３６】
　本発明の化粧シートは、優れた加工特性と、耐候性及び耐傷性とを有するものであり、
これを用いた化粧材は、優れた耐候性及び耐傷性を有するものである。よって、壁、天井
、床等の建築物の内装材又は外装用部材、窓枠、扉、手すり、幅木、廻り縁、モール等の
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建具又は造作部材の他、キッチン、家具又は弱電製品、ＯＡ機器等のキャビネットの表面
化粧板、車両の内装材又は外装用部材に好適に用いられる。とりわけ、その優れた耐傷性
及び耐候性をいかして、玄関ドア等の外装部材、窓枠、扉等の建具といった直射日光に晒
される環境で用いられる部材に好適に用いられる。
【符号の説明】
【０１３７】
　１０．化粧シート
　１１．基材
　１２．装飾層
　１３．接着層
　１４．中間樹脂層
　　　１４ａ．樹脂層
　　　１４ｂ．プライマー層
　１５．表面保護層
　１６．裏面プライマー層
　１７．紫外線吸収剤
　１８．白色顔料
　１９．凹部
　２０．化粧材
　２１．被着材
　２２．接着剤層

【図１】

【図２】

【図３】
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